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論 文 内 容 要 旨
『
{葛」孝桓 物 の 細 膨 壁 の:iヒ疹く分 は.多糖 類 で あ る
が ・.そ の 構 土多:お・よ が ∠圭理 存9名乏参11まま だ 充 分 に
1よ解 明 さ1れ,てい な い 。
コ彦 ・複 細 刀乞は,シb較 的 均 質 な 細 舵1が短 期 弼 で ・
大 量 に 得 ら れ.焙;履 条 件 を 人 為 的 に 調 節 レ や
す い と:いつ 利,点 か ら.細 胞 蟹 の 研 究 に 従{来 が
らよく痢 いられ てきた・物 詔 岬 吻 伽
(シ カ毛 ア)に つ い て の 研 究 が 多V・。 例 え ば
、4　 ら(〃 ク3)に、 そ の 液∠本ナ普養 細 胞 の
細 銘壁 糖 ≦誠 とそ の 結 鎌 式 を詳 レ く調 べ.
細 舵 翌 橘 二造 の仮 説 毛 デル を堤 出 レ.あ 客植 物
で は;塞本 的 に1司じ構 、造 をネ寿・つ 二 ど を 示 峻 レた 。
レか レ ε鰯 ら(/96ク)は.シ カ 毛・ア の
焙 養 細%と,若,水 の形 威 層 組 織 どで・細 彰 壁 糖 組
威 に建 い かごあ り.ま た.ペ ク チ ン画 ・分 多絡 の
電 気,泳動 図 わ 両 看'で冥 な る 二 と を 示 した 。
周 じ シ カ 毛 ア の:培養 細 珂乞が ら師 部 、 木部 細
胞 が'分・化 す る に っ れ,Xγ1対A欧 の比 が 増 大
す る こ と わ報 告 さ れ て い る(伍碓 らノ46θ ・
一559一 一
こ:の よ づ}¢,;培 複 細 月乞の 細 曜 は 必 ず レ む
母 植 物 郷 哉 の き唾7月乞壁 糖 謡且ノ戎 と二⊃言11レと,は 言'え な
レ、o
本 庸 究 で・豚,ダ イ ズ お よ び ニ ン ジ ン を 用 い.
母 オ毎物 組 繊}と堵 養 細 月乞 と の 細 π乞壁 糖 組 成 の 関
連 を 明 ら か に す る 回 的 でン セ ル ロ ー ス の 構 成
i糖で あ る く罰cに 次 い 』ζ・細 月乞壁 中 に 多 量 に 蒋 在
す るG・α1とAroレに 騎 ・に 着 目 レ て 以 下 の 実=験 を
4そな っ た 。
董。 黍田月名2壁の直:倭酸 水 解 に よ っ て 得 られ る
中 牲 糖 ≦賊
、4輔,ら(!%ケ)の 方 法 を 孜 変 レ.細 胞
壁 の1〃一〃250争水 解 で 遊 離 す る 中'性純iを.ト リ
フ ル オ ロ ア セ チ ル 化 レ た 後.ガ ス ・ ク ロ マ ト
グ ラ フ ィ ー で 分 赫 し た 。 水 解 蒔 間 を検 討 レ た
結 果.2、5・～3.0魂〃・が'最適 て・あ ク,ま た こ の 方
法 で は.数 噌 前 後 の 細 舵 ・壁 の 分 新 わ 可 能 で
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あ っ ん 。
ダ イ ズ 月壬軸 お よ ひ"ニ ン ジ ソ の 根 と.そ れ ぜ
れ か ら訪 導 レ た 液 〃 ト姥護 細 月2の 細 胞 壁 ど で 比
鼓 レ プニ緒 果.い ず れ ψ(穿囲 とA肱 が 主 要 構 成
絡 で・あ る が'.月丞軸 お よ び ネ艮((穿α署48一'5ro%,Ar〃し
き・%)ど 比 較 レ て 姥 養 細 胞 で はA肱(4。 一帥%、
q・{刈之o箔)φ寸に る φ、乙こ多 》でこ と リゲぐ明 ら カ、1二な っ
た(酵.z)・
ク2%〃 ・εo列=溶 解 後:/〃 δこ癖 釈.水 解 レ て
得 ら れイニ細 筋 麗 の 全:糖 組 成 を み て む 全 く1司 じ
結 果 で あ る こ と よ ク.堵 養 細 胞 の 組 胞 蟹 に1ま
奄 桓 物 体 組 織 ど 比 べ て 非 常 に 多 く の ん 杁 が 存
石」す る と:考 え.ら れ る 。
2.細 珂乞ノ壁 各 画 分 の 中'橡糖 組 成
細 月乞壁i各・画 分 の 中'性;糖三且成 乞 比 較 レ た.結梁.
A凧 と 磁 可が ま 要 構0成 糖 と.なっ て)、 る の に 熱
水 お よ び シ ュ ウ 酸 画 分 で あ ク.レ が む 堵 後 細
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肥 の こ れ ら 両 画 分 に は そ れ が 由 来 レ プニ組 ξ織 ど
比 べ てAヒ 仇 が'非 常K多 い 二 ど が'明 らか に な っ
ノo(7為6彦1♪。 レ た が ●つ て/ノV一〆ム 、SO4によ る 細 月乞
壁 の 直 接 水 解 で 得 ら れ 幽A脇 と(祠 の 組 成 の
差 異 は.iど レ て 二 れ ら 両 画 分 に お げ る 差 累
に 起 囚 す る と:考 え,ら れ,る 。 以 下 の く実 験 は 細 月乞
慶 を 〃》%ε の て・直 漆 水 解 レ て4耳 ら れ る 中 ・陛 糖
組 成 を.將 にA凧 と(牙α1κ:着 回 レ て 比 較 レ た 。
ま た ノ ニ れ ら 函 画 分 を0匠 三A石一5εシo勧 カ ケ
Aで 中'性多 糖 と.〈 砺 α,溶夜(4!.ごzえ.6孔3〃)
で 溶:出 す る 酸'}生多 糖 に ・分 げ 中 性 」塘 組 成 を 調 べ
ノニ。 そ の ξ吉 果 、 ナ考菱卜壽田月乞の ウ・4生多 糖1二Ar(λ・が◎
多 く,嬬 に シ'ユ ウ 酸 画 分 の 中'}生.多糖 の 約90箔
に 遮 レ 、 ま た 酸 性 多3糎…の 画 分 ・に む・母 植 物 と 、比,
べ てA鳳 が 多 い 二 と が 明 ら か に な っ た(磁 の 。
3.母 植 物 の各組 織 と各 綾 嬉養 条件 下 で の
堵養 細 胞 との細 胞 壁 糖 轟鉱 の髭ヒ較
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(1,ゲ ィ ズ 胚 軸 を ク ヅ ク(覇 』瓦 突 起)以 下 £".縄
毎 の 四 邪 位 。と分一{す.る申 長 部 位 ど伸 長 イ多 止 部 位
と で 比 軟.し た.そ の 絡 果 .細 月乞壁 の 〃》一佐5伽
水 解 で 得 ら れ る 全 中 性 糖 は .乃 申'浸,イ多 止.後=1ヱキ間
が 後 過 す る κ つ れ 減;少 す る が,各 纏 の粕 対 量
1ぐに8ま と ん ど 灸 叱 は な く .qdがAr祝 よ,常
に 多 い 二 と二が 明 ら カ、1くな・っ た(穐r・2・)9
ニ ン ジ ソ 幼;植 ぐ暗 所'発芽4'}'5「伽)の 手 ・集.耳 王
多由.ネ艮い ず れ の 暑萎宅「の 多田耳乞壁 て"も,叱7`よ,脅鳥覇
φて多 く 、{ik'`ノ戎熟 ヰ艮の 診市窃i～.形 踊 、 木 都 τ
も1司審銀で あr7ノ`.
(2)ダ イ ズ お・よ び'ニ ン ジ ソ の 両 」嗜養 翻 胞 じ む.
生,育 婚 案呈 を」通 じ てA限 が'最 も 多 く(%r.3.),;寒
天 お ・よ が ・夜 伽 砦 応,細 月乞集 魂,の 夫ノ3・.カ ル ス
の 誘 導 都 絃.誘 導 後 の 継 バ 期 間 に が φ、わ ら ず 、
5田月乞,{菱の 略74生憺:組.成 璽くノ史き く≧差9よ み ら れ な ゆ、
っ た 。 ダ イ ズ の 縁 牝 細 月乞.z,4一ρ タし徐 τ;褐 変:
化 レ た 細 肥.轟4-OF馴 化 レ た ∫加`π 母 の5田
月乞壁 τ も 々'に ウAκ しが 疲.む 多(,ま 。た イ ン ド
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一 ル 蘇 酸 で 誘 導 さ れ た ニ ソ ジ ソ 垢 養5田肥 て わ
向 オ:柔て"あ つf二〇
レ,二が つ て 殆 複 細 珂乞5二お い て 垂よ,姥 養 条 件
の 如 何 に が が わ ら ず 細 筋 壁 中rA鳳 力寸非 扇(
多 く.そ 躬 に 堵 震 佃 月乞 の 騎 を;τ あ る とr考え ら
れ る ・
4.堵 凌 細 舵 ゐ・ら の 器 官 形 威i。ζ伴 う細 月乞壁
湾 組 戌 のi犯4ヒ
ヲ老凄6田 月乞と;母オ直物 組 歪哉 と の ご畑 刃乞壁 メ彰ξ旦♪戎 の
関 逸 を:さぐ る た め.再'分 イじに よ ・う 器 ・壱》形 威 に
齢`ナ φ{細月乞魔 の 中4生糖 ≦鍼 を2∫到ペ ノヒ.。;～,4一ρ
を除 云 レ な22液 体 タ多地 で ニ ン ジ ソ循 籏 細 胞
を`3日 毎 に 謎 イ《ゴ」1彦養 す6と.3イ ゼ目 て一ナ也上畜;
お よ 嚇 艮が 一 部oζ 些 ず ろ の が 肉 服 釣 に観 察 さ
れ た.3イ 廟 ヨ を 経 碕 的8謂 蛎 箋 レ,`醐 覆 の紹
毫巳戌 を 詔 べ'熊9そ の 緒 采,.G瓦1が 減'少 す る の
に ㌶ レA厄 は 減 ケ レ な い た め.相 タf的 κ そ の
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割 合 が'噌加 レ.9日 目 で・に4久 タ%κ む 達 レ た
(種.4)・
既4-P徐 去4届 目 の 細 月乞を 集 魂 の 大 き さ て・
箭 別 す る と 、 そ の 大 き さ が 再 分 化 の度 合 を が
な ク 反,映 レ ・乙 い る 二 ど ・が':わ う、 つ ノニo・ そ れ.そ1.'れ
の 細 月乞壁 の メ唐ぎ且 成 を 調 べ・た ど こ ろ.器 毫r形威
勅 」賄 で にGu1が 減 少 す る の に 歩fレ.A囮 しに そ
れ ほ げ減 ケ レ 松 い た め 粕 対 量 に よ 昇 レ,ノ ー'£
物 ル『の 人 き さ,す な わ ち 幼 級 が わ ず 勇・K観 察
さ れ る 段 階 で に.A肌 が49%ψ 占 め て い た 。
そ の 後(i同 が 循 加 す る に つ れA臨 に 減 少 す る
が,幼 根 形 成 の か な クi堆ん だ3〃 〃ル 以 上 の 集
塊Bで ・」o中'}生据 の40%以 よ,ψ 占:《め て い た 。 さ
ら1(齢 〃ヒカぐi移み.地 ユレ考β、才艮の形 成 ガご明 確
Kな ・っ た 耳寺メξ、で 豪刀め てArロしとq司 の 量 台{7関イ系
が 道 彰 レ.鋼 が 最 む 多 くな っ た(寧 軸L3)。
こ の よ う に.ニ ン ジ ソ 姥 凌 細 胞 が ら の 器 官
形 成 勅 期 の 細 月多壁 に1エ,む レ ろAmを 夫 量 に
;有'レて い る 。 ・ま.ノニ.こ の よ う な1器!言:写移ノ戎:遍逐呈
拭 形 態 学 的3く は 母 植 物 の 肱 の 成 熟 お よ が 穫
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各 の 循 『者翻 呈 と1司様 な ≦星疵 を ノニと●○る こ と:・が 明
ら か に さ れ て い る 。 そ こ で・r母植,物 の 月灸発'使 お
よ び 短i子 の 発 脅 過 程 の 細 舵,亘 む 同 縁 な 糖 ≦鍼
で あ る ・が を 確 か め る た め に,比 轍 《瑳重尋 が ブに
き く,ニ ソ ジ ソ と ⊃司オ系膏く:・春}檀脅勿緻 織 と'メ老ラ後{ζ田
舵 で 細 舵 壁 中 のA欺 と6α』 の 含 量K大 き な 差
累 が 認 め ら れ た ダ イ ヲぐを 用 い.…永 発 賓;種 手 の
細 月包壁 ヰ ・}生糖 組 成 を 鯛 べ'た。
そ の 結 果 、,末搭 育 穫 子 の 子:業お・よ び 胚 軸+
幼 根 の い ず れ の 細 舵 厘 κ:む.3老 養 細 胞 と 同 揉
A凧,の 含 ・量 ・が 非 ノ掌 に 多 い こ と が 明 ら か と な っ
た(吻 ㌔6・)・
細 舌嶽 お一よ び影吉欝
ダ イ ズ お よ が ニ ソ ジ ソ を 用 い,姥 療 細 胞 と
そ れ が 由 家.レた母 植 物 組 猫;じて㌦/ノ 》一〃2βo夢
永 解 で得 られ る細 肥'愛の 中檎 袴 き賊'を 比 較 レ
た 結 泉,彦 養 細 飽 で5よ母 桓 物 組 織 と比 べ て、
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Amの 創 ・含・が 非 常 に 大 き が フ ノこ。トそ の 差 呉 は
鋳 に 熱 水 お よ が ケ ユ ウ 酸 抽 広 画 分 の 多糖 の 糖
組 成 に お げ る 差 冥 に 由 来 レ,ゴ 音 複 葱醐 乞で・は そ
れ ら 両 画 分 あ ・中 牲 多 糖 お・よ が:酸'}r生多 糖 のA紙
4気;基ヵ・ご非ノ常 γこ多 い こ と・ゐぐ明 ら か と な っ た ・ こ
の 猪 複 細 月乞に お け る 婚 徴1ま絶 々 の 姥 複 家 材・の
差 翼 に か が わ ら ず 学 に 保 梼 さ れ て い た 。 一 労
母 右重物 の 魚日月乞覆 に は:,6カあ亘物 て・む 成1勲→直身勿て騎
む 、 渉 た 子 葉.彫 動,根 客 の 器 官 の 差 異.あ
う い1よ組 織 の 伸 長 な ど に影 響 さ れ す～ 常 に
¢α1がA孤,よ ク 多 く 存 在,レ た 。
レ か レ堵 養 細 膨 の 細 胞 慶 糖 歪餓1誕,Amが
多 い どい ウ 点 で 孝二搭 育種 子 の き田月多壁糖 畿旦威 に
類 似Lレ て い た.一 方,姥 養 細 耳乞の 再 ・分頭 頒 望
を 調 べ る と;.器 官 形 成 の勅 期 に お い て に む レ
ろ 亀1が 減 沙 ノ …あ に 粕 対 釣 κA既 が 増 加 レ,
地 上 部.級 の 形 威;が 明 確 に な っ て 勅 め て(牙α1
ヵぐA肌 よ ウ 多 く な る こ と カぜ明 ら6、に な っ た 。
以 上 よ ケ.タi}養ξ田月乞の 細 月乞'壁多紹 のi糖霊i印威
は,「 母 オ直勃σ組 ξi職;婚、ら!才 一 キ シ ソ の 蒋 ノ任 下 で 講
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導5れ.ヘ チ ロ ト ロ ー フ 下 で'姥凌 さ れ ゐ 脱 分
乃る細 月乞に τ艮ら れ ノ乙碕 徴 て・1コ:なく.来 多巻『脅 な 種
各,あ る い は そ の 箭 段 階 の 月丞の 細 月刎壁 に 非 常
に 類 似 レ て い る 二 と が 推 察 さ れ ノこ。
4た.ニ ソ ジ ソ 猪 養 細 胞 か ら の 器 官 形 威 過,
程1よ,彩雍.孝釣 に 肱 の 威 勲 狩 よ ひ:子 の 多を育 廻
系呈 じ1司堆柔な・経 圭猛を二た ≧グる 二 と ・6ぐ明 ら カ、に さ れ
て い る 二 》 か ら.'今 後 植2カ の 珂王の 襯 お よ び
、種 子 形 、成i置程 ど い う;伎脅を釣 に 困 難 な レ ベ ル で
の 細 胞 壁 擁 組 成 の 変 化 の 解 明 に,姥 倭 細 胞 の
再 ・分化 と い つ 須L象 を 適 用 す る 二 と に 一 つ の有
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Pτeseacoof2つ亀60①..α 皿h.i加 痴8・o◎● .α【一
鴨 ・II・c◎1享.融9麟9・t・・ 瓢 孕1厩th組o・ お 叫
■■12th9$e.bet耐eeho・25噛乳 皿gI▼ …1●2皿 ●1「言2一コ
甲 ・V【 ・耳・rgrτth餌.ラ 皿 ・ 蝉 留it』・.ω ・。 麗 一
differentiation,(8)rooting,(C)rootingand




















審 査 結 果 の 要 旨
高等植物細胞の成分 と構造に関しては多方面からの解析とくに培養細胞を用いての研究が進め られ
ているが,本 論文は培養細胞の細胞壁糖組成を母植物のそれ と比較検討 しさらに培養細胞の再分化過
程におけるその変化を明らかにしたものである。
細胞壁をN一硫酸で加水分解して得 られる中性糖組成は,ダ イズ胚軸およびニソジン根組織ではガ
ラクトースがアラビノースよりも多いのに対し,それ らか ら誘導された培養細胞では後老の方が多い。
この差異は細胞壁画分のうち熱水およびシユウ酸抽出画分の糖組成における違いに由来し,と くに両
画分に含まれる中性および酸性多糖中のアラビノース含量が培養細胞で非常に多いことが示された。
母植物では器官や組織の違い老若のていどなどに影響されず常にその細胞壁中にガラク トー スの方が
多いのに対して,培養細胞では培養条件の如何にかかわ らずアラビノースの占める割合が大 きいのが
特徴である。
培養細胞と母植物組織との細胞壁糖組成の関連を調べるため,培養細胞の再分化による器官形成に
ともなう変化を調べた。
2,4-D除去4代 目のニンジン培養細胞を集塊の大きさで飾別すると,その大 きさ力弍再分化の度
合をかなりよく反映している。未分化の小さい集塊や幼根形成初期のものではアラビノースの相対量:
が多いが,再分化が進み地上部と根の形成が明確になった時点で初めてガラク トー スの:方が多くなり
母植物組織の細胞壁糖組成に近似して くることが明らかとなった。 またダイズ未成熟種子の胚的器官
も培養細胞と同様アラビノース含量が非常に多いことが判明した。
以上のことから,培養細胞の細胞壁糖組成は,母植物組織から誘導されヘテロ トローフ条件下で培
養される脱分化細胞に限られた特徴ではなく,未成熟な種子あるいはその前段階の胚的器官のそれに
類似 していることが推論された。
本研究は,培養細胞と母植物組織との細胞壁中性糖組成における差異に明確にしたとともに,培養
細胞の再分化にともなうその変化を追求することによって,植 物の胚の発育および種子形成過程とい
う技術的に困難な レベルでの細胞壁糖組成の解明に,培養細胞の再分化現象を適用することがひとつ
の有効な手法であることを示峻 したものである・よって審査員一同は,著者は農学博士の学位を授与
される資格があると判定した。 軸
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